
松
浦
　
悠
樹
さ
ん
・
真
由
子
さ
ん
（
神
福
）

ゆ
う
き

ま  

ゆ  

こ

故
郷
で
頑
張
る
母
と
、
こ
れ
か
ら
も

ふ
る
さ
と

　

９
月
定
例
会
の
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
の
賛
成
討
論
の
中
に
、
日

本
は
世
界
一
の
高
齢
化
率
と
言
う
話

が
出
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
10
月
1

日
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
、
3
，3
9
2
万
人
で
高
齢
化
率

は
26
・
7
%
で
す
。
2
0
6
0
年
に

は
、
39
・
9
%
に
達
し
、
2
・
5
人

に
1
人
が
65
歳
以
上
で
す
。
ま
た
、

4
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
に
於
い
て

は
、
既
に
高
齢
化
率
が
約
50
%
に
達

し
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
問

題
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

介
護
・
医
療
負
担
を
減
ら
し
、
「
健

康
寿
命
」
（
男
性
71
・
19
歳
、
女
性

74
・
21
歳
）
を
伸
ば
し
つ
つ
、
高
齢

者
の
方
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

足
羽　

記

悠
樹
さ
ん　

大
山
町
の
金
属
加
工
会
社

に
勤
務
し
な
が
ら
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
リ
ー

グ「
マ
ニ
モ
ス
」と
言
う
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
、試
合
に
は
日
南
町
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

高
校
卒
業
後
、町
外
の
会

社
に
就
職
、一
年
強
勤
め
た
後
、日
南
町
に

帰
り
た
く
て
半
年
間
訓
練
校
に
通
い
、事

務
の
資
格
を
取
得
し
て
日
南
町
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。今
は
福
祉
保
健
課
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

平
成
27
年
11
月
に
結
婚
し

ま
し
た
。28
年
3
月
に
帰
り
4
月
か
ら
㈲

大
柄
組
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
間
は

週
末
婚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

学
生
時
代
か
ら
悠
樹
さ

ん
は
気
に
な
る
存
在
で
よ
く
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、以
前
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
か

ら「
マ
二
モ
ス
」の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
誘
わ

れ
、加
入
。チ
ャ
ン
ス
到
来
と
皆
の
協
力
も

あ
っ
て
連
絡
先
を
ゲ
ッ
ト
し
た
り
、気
を
惹

く
作
戦
を
取
り
ま
し
た
。

悠
樹
さ
ん　

自
分
か
ら
告
白
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
、完
全
に
術
中
に
は
ま
っ
た
と

言
う
こ
と
か
。（
大
笑
い
）

　

26
年
7
月
に
父
が
亡
く
な
り
、母
が
祖

母
の
介
護
を
し
な
が
ら
一
人
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、ず
っ
と
感
謝
と
心
配
し
て

い
た
か
ら
、結
婚
を
機
に
帰
ろ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

私
も
帰
省
す
る
度
、頑
張

る
母
と
の
一
緒
の
時
間
が
安
心
す
る
し
、日

南
町
が
好
き
な
ん
だ
と
感
じ
て
、い
つ
か

は
帰
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

悠
樹
さ
ん　

土
木
施
工
管
理
技
師
の
資

格
取
得
に
挑
戦
中
で
す
。

　

今
は
言
わ
れ
た
こ
と
し
か
で
き
て
い
な

い
の
で
、早
く
現
場
を
任
せ
て
も
ら
え
る

人
に
な
り
た
い
。

真
由
子
さ
ん　

町
民
の
方
と
触
れ
合
う

機
会
が
多
い
職
場
で
、町
内
出
身
と
い
う

こ
と
で
知
り
合
い
も
多
く
、事
務
的
な
付

き
合
い
で
な
く
親
身
に
な
っ
て
お
世
話
を

し
て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

昔
か
ら
の
近
所
の
人
と
の
付

き
合
い
は
心
地
い
い
し
、こ
れ
が
当
た
り

前
と
感
じ
て
い
る
の
で
不
満
は
感
じ
な
い

け
ど
、そ
れ
は
車
が
あ
る
か
ら
不
自
由
と

感
じ
な
い
だ
け
で
、お
年
寄
り
で
車
が
な

い
人
は
困
っ
て
い
る
と
思
う
。

真
由
子
さ
ん　

来
年
3
月
出
産
予
定
で
す
。

　
　
【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん

を
授
か
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
早
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
し

て
伸
び
伸
び
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
。子

連
れ
で
半
日
位
は
遊
べ
る
公
園
が
充
実

し
た
ら
い
い
な
、今
の
道
の
駅
の
プ
レ
イ

ロ
ッ
ト
は
狭
く
感
じ
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

ま
だ
実
感
は
な
い
け
ど
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、お
父
さ
ん
は
凄

い
な
あ
と
思
わ
れ
た
い
。日
常
的
に
も
。

悠
樹
さ
ん
・
真
由
子
さ
ん　

野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が
有
っ
た
ら
一
緒
に
出

掛
け
ら
れ
る
の
で
今
は
そ
れ
が
一
番
の
楽

し
み
か
な
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔
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・
日
南
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
介
護
保
険
法
第
2
0
2
条
第
1

項
の
規
定
に
基
づ
く
質
問
検
査
権

の
及
ぶ
範
囲
を
第
2
号
被
保
険
者

の
配
偶
者
又
は
第
2
号
被
保
険
者

の
世
帯
員
等
ま
で
拡
大
す
る
。

・
日
南
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
日
南
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経

費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
も
の

議
決
し
た
お
も
な
も
の

　林業成長産業化モデル事業の構想に基づき開設さ
れる林業アカデミーは、旧多里保育園と環境林研修
棟を活用することになりました。
補正予算で、改修工事設計費と工事費２,７３０万円
と林業アドバイザー賃金１３７万円が提案され、可
決しました。
日南町はもとより近隣市町村の人材育成を目的に、
平成31年4月開校をめざします。

にちなん議会だより　 平成29年10月発行　No.149
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改修予定の環境林研修棟と旧多里保育園

 

 

９月定例会９月定例会
9月6日～9月29日（24日間）9月6日～9月29日（24日間）

林業アカデミー開校 準備工事費可決林業アカデミー開校 準備工事費可決
　

日
南
町
議
会
の
９
月
定
例
会
は
、９
月
６
日
か
ら
２９
日
ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、一
般
質
問
に
は
３

人
の
議
員
が
登
壇
し
、執
行
部
に
所
信
を
問
い
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
条
例
改
正
、補
正
予
算
、平
成
２８
年
度
の
決
算
認
定
な
ど
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決

成
立
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
の
状
況
に
つ
い
て
は「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」の
審
査
報
告
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

９０３万円９０３万円

２,８８０万円２,８８０万円

１,５０５万円１,５０５万円 ６,６１５万円６,６１５万円

１,２１０万円１,２１０万円

１,２６７万円１,２６７万円

電算管理運営事務

住民票への旧姓併記のための
総合行政システム及び

住基ネットワークシステムの改修

電算管理運営事務

住民票への旧姓併記のための
総合行政システム及び

住基ネットワークシステムの改修

日南町林業成長産業化モデル事業

環境林研修棟改修設計工事費
旧多里保育園改修設計工事費
林業アドバイザー賃金

日南町林業成長産業化モデル事業

環境林研修棟改修設計工事費
旧多里保育園改修設計工事費
林業アドバイザー賃金

単県土地改良事業

鳥取県しっかり守る農林基盤交付金の
交付決定に係る事業費の増額

単県土地改良事業

鳥取県しっかり守る農林基盤交付金の
交付決定に係る事業費の増額

日野上簡易水道総合整備事業

補助金の追加交付により
事業計画を見直し増額補正

日野上簡易水道総合整備事業

補助金の追加交付により
事業計画を見直し増額補正

台風18号による災害復旧

農地、林道、町道、河川の
災害復旧費及び測量設計費

台風18号による災害復旧

農地、林道、町道、河川の
災害復旧費及び測量設計費

衆議院選挙執行事務

１０月１０日公示２２日投開票

衆議院選挙執行事務

１０月１０日公示２２日投開票

お も な 補 正 予 算お も な 補 正 予 算



9月定例会に提案された、平成28年度の普通会計などの決算認定議案は、各会計 ごとに賛否が分かれましたが、全議案が認定可決されました。（12ページ参照）

決算認定 議案を可決平成28年度

　通常、日南町の「一般会計」で予算化しているものは、決算もその内容で整理します。
一方で、地方公共団体の決算状況をより具体的に分析するために、全国統一のルールを用いて整理す
る会計区分を「普通会計」と言い、そのルールに従って整理します。
　具体的には、平成28年度の総額は病院補助金335万円の繰出を除外したものになっています。

会     　計    　別

総　収　益

総　費　用

純　損　失

10億5,371万4千円

10億9,119万6千円

3,748万2千円

借金（企業債残高）

当年度純損益

7億5,654万0千円

△3,748万2千円
収益的収支

（税抜き後）

各会計の決算状況

普通会計歳出普通会計歳入

日南町病院事業決算状況（平成 29年３月３１日現在）

一般会計と普通会計の違いとは？66億9,697万9千円

7億3.569万9千円

2億0,010万3千円

1億8,264万8千円

10億2,213万2千円

1億3,878万6千円

9,082万8千円

201万7千円

90億6,919万2千円

62億8,498万8千円

7億3,494万9千円

1億9,997万6千円

1億8,102万3千円

10億1,706万1千円

1億3,878万6千円

9,054万1千円

157万0千円

86億4,889万4千円

4億1,199万1千円

75万0千円

12万7千円

162万5千円

507万1千円

0円

28万7千円

44万7千円

4億2,029万8千円

差引残額決　    　　算
収入済額 支出済額

普 通 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

　 合 計 　

総務費
10億7,968万8千円
17.2% (△24.6)

議会費

%は構成比、（　　）の数字は対前年度比

7,079万2千円
1.1%（△14.2）

労働費
0円
0.00%（－）

民生費
11億5.251万1千円

18.4%(2.0)

衛生費
9億1,900万2千円
14.6%(△10.1)

農林水産業費
12億2,839万9千円
19.6%(△3.3)

商工費
2,809万6千円
0.4%（△34.1）

土木費
5億1,690万4千円
8.2%（△12.6）

消防費
1億4,580万9千円
2.3%（△38.2）

教育費
3億8,408万3千円
6.1%（△56.1）

災害復旧費
1億3,035万7千円
2.1%（214.8）

公債費
6億2,934万7千円
10.0%（△17.7）

町債
5億8,870万円
8.8%（△60.6）

14億9,962万9千円
22.4%（△5.8）

国庫支出金
4億1,629万6千円
6.2%（△13.8）

県支出金
8億2,580万2千円
12.3%（△3.6）

その他
2億1,327万6千円

3.2%（△2.7）
諸収入
3億3,396万8千円
5.0%（△4.7）

地方交付税
32億0,889万8千円

47.9%(△5.6)

地方譲与税等
1億5,765万4千円
2.4%（△7.3）

町税
4億4,830万8千円
6.7%（2.1）

繰越金
5億0,407万円7千円
7.5%（△13.6）

歳入総額
66億9,697万9千円
100%(△16.2)

歳出総額
62億8,498万8千円
100%(△16.1)

依存財
源

自
主

財源
 

51億9,735万円  77.6%
(△1
8.8

)  
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点
か
ら
も
看
過
で
き
な
い
。
今

一
度
、
強
制
執
行
や
連
帯
保
証

人
か
ら
の
弁
済
等
々
、
原
点
に

立
ち
返
り
厳
格
な
徴
収
を
実
行

し
て
頂
き
た
い
。

　

税
を
除
く
債
権
の
回
収
に
弁

護
士
事
務
所
を
活
用
し
て
効
果

を
上
げ
て
い
る
地
方
公
共
団
体

も
あ
る
と
聞
く
。
現
体
制
で
の

徴
収
に
は
限
界
が
あ
る
と
認
め

ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
研
究
を

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
、

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
公
共
施
設
等
の
管
理
に
つ
い

て
　

公
共
施
設
等
の
管
理
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
末
に
「
日
南
町
公
共
施
設
等

予
算
執
行
管
理
が
十
分
に
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

　

予
算
の
作
成
及
び
執
行
は
、

担
当
課
が
責
任
を
持
っ
て
行
う

こ
と
が
基
本
で
、
財
政
主
管
課

と
連
携
を
図
り
厳
格
な
予
算
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
未
収
金
回
収
に
つ
い
て

　

毎
年
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

多
く
の
会
計
に
お
い
て
不
納
欠

損
処
分
を
す
る
前
は
、
前
年
度

よ
り
未
収
金
が
増
加
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

 

４
回
の
町
税
等
未
収
金
取
り

組
み
会
議
を
開
き
努
力
を
さ
れ
、

住
民
税
の
徴
収
率
は
県
下
市
町

村
に
お
い
て
も
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
滞
納
繰
越
分
の
収
納
は
目

に
見
え
る
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
滞
納
者
は

固
定
化
の
傾
向
に
あ
り
そ
の
額

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

債
権
回
収
の
困
難
さ
も
理
解

で
き
る
が
、
公
平
、
公
正
の
観

１
予
算
管
理
徹
底
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
日
南
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
及
び
日
南
町

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に

お
い
て
、
繰
越
金
の
予
算
措
置

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
は

繰
越
金
の
一
部
し
か
予
算
措
置

が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

地
方
公
共
団
体
の
一
切
の
収

入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
、
政
令
、

条
例
若
し
く
は
規
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
、
あ
る
い
は
契
約
等

に
よ
り
徴
収
又
は
収
納
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
繰
越
金
は
一
会

計
年
度
決
算
上
の
剰
余
金
で
あ

り
出
納
閉
鎖
時
に
は
確
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
議
会
の
承
認
を

受
け
次
年
度
の
財
源
と
し
て
計

上
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
民
生
費
で
２
件
の
委

託
料
未
払
い
事
案
が
発
生
し
て

い
る
。
事
業
は
完
了
し
て
い
た

が
、
委
託
料
の
支
払
い
が
年
度

内
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

支
払
い
の
遅
延
は
担
当
課
の

総
合
管
理
計
画
」
を
作
成
、
公

表
さ
れ
た
。

　

同
計
画
に
よ
る
と
、
町
が
所

有
す
る
施
設
を
全
て
保
有
、
維

持
し
続
け
た
場
合
、
今
後
30
年

間
で
の
更
新
費
用
は
4
8
3
億

円
、
年
平
均
で
16・1
億
円
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を

は
じ
め
と
し
て
変
わ
り
ゆ
く
社

会
構
造
や
施
設
需
要
に
対
応
し

て
最
適
規
模
へ
の
施
設
縮
小
や

統
廃
合
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
総
合
管
理
計
画
は
言
わ

ば
総
論
で
あ
る
、
各
論
（
作
業

工
程
表
）
を
早
急
に
作
成
し
、

施
設
管
理
を
行
っ
て
欲
し
い
。

７
石
見
東
太
陽
光
発
電
所
収
支

　

日
南
病
院
事
業
会
計
へ
繰
り

出
す
売
電
収
益
は
28
年
度
の
一

般
会
計
決
算
で
は
９
９
８
万
２

千
円
と
な
り
、
日
南
病
院
事
業

決
算
で
は
１
，０
５
８
万
２
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
太

陽
光
発
電
が
12
月
に
開
始
さ
れ
、

会
計
年
度
と
３
か
月
の
ず
れ
が

生
じ
た
た
め
で
あ
る
が
、
決
算

上
同
額
と
な
る
よ
う
改
善
す
べ

き
。

８
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

日
南
福
祉
会
が
、
介
護
職
員

が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
介
護

施
設
の
閉
鎖
や
受
け
入
れ
制
限

を
す
る
こ
と
は
深
刻
な
事
態
で

あ
る
。
行
政
と
し
て
も
人
員
確

保
に
努
力
す
べ
き
。

９
国
土
調
査
事
業

　

28
年
度
ま
で
鳥
取
県
へ
の
認

証
申
請
が
遅
延
し
て
い
た
。
筆

界
未
定
の
解
消
を
図
り
た
い
た

４
公
共
施
設
等
の
管
理

　

適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
施
設
が
あ
る
。

　

最
適
規
模
へ
の
施
設
縮
小
や

統
廃
合
を
推
進
す
べ
き
。

　

今
後
利
用
見
込
み
の
な
い
施

設
は
処
分
せ
よ
。

５
行
政
改
革
推
進
事
務

　

28
年
度
か
ら
の
行
政
改
革
推

進
委
員
会
委
員
が
任
命
さ
れ
て

お
ら
ず
、
委
員
会
も
開
催
さ
れ

て
い
な
い
。

　

積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め

る
。

６
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業

　

事
業
収
支
を
明
確
化
す
る
た

め
特
別
会
計
を
設
け
て
い
る
。

復
旧
工
事
費
等
を
一
般
会
計
で

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま

で
の
設
備
投
資
等
も
含
め
た
経

営
試
算
を
行
い
公
会
計
制
度
に

基
づ
い
た
会
計
処
理
を
す
べ
き
。

１
主
要
施
策
の
成
果
及
び
財
産

に
関
す
る
調
書
の
記
載
内
容

　

当
初
予
算
説
明
付
属
資
料
の

「
事
業
説
明
」
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
た
内
容
が
、
決
算
資
料
の

「
事
業
の
成
果
指
標
」
「
執
行

経
費
」
欄
で
は
項
目
が
削
除
・

追
加
さ
れ
て
い
る
為
、
対
比
が

で
き
な
い
。
予
算
に
対
す
る
決

算
の
成
果
を
対
比
で
き
る
よ
う

記
載
せ
よ
。

２
助
成
制
度
の
周
知
と

　
　
　
　
　
　
　

情
報
公
開

　

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
町
民

へ
周
知
徹
底
を
図
る
べ
き
。

　

ま
た
、
審
査
方
法
と
そ
の
後

の
指
導
状
況
等
の
情
報
公
開
を

行
い
、
公
金
の
活
用
や
有
効
性

に
つ
い
て
成
果
を
公
表
せ
よ
。

３
人
権
施
策
推
進
事
業

　

男
女
共
同
参
画
会
議
が
一
度

も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

全
庁
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
。

め
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て

事
業
の
進
捗
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
筆
界
未
定

が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
認
証
申

請
さ
れ
な
い
地
区
が
あ
っ
た
。

責
任
を
持
ち
事
業
を
進
め
よ
。

10
日
南
病
院

　

日
南
病
院
は
、
地
域
医
療
、

保
健
、
福
祉
、
介
護
な
ど
を
担

う
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。

　

近
年
、
患
者
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
原
因
は
人
口
減
少

だ
け
で
は
な
い
。
医
療
の
信
頼

性
を
高
め
る
た
め
医
師
、
看
護

師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
も

と
よ
り
日
南
病
院
全
体
で
課
題

を
共
有
し
、
安
心
し
て
受
診
で

き
る
身
近
な
病
院
で
あ
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
経
営
の
た
め

に
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
よ
。

日南町の借金・貯金はどれだけある？
平成28年度末の日南町の借金は、80億4,694万円ありま
す。（一般会計、特別会計の合計額。ただし、病院事業会計は除く）
貯金（基金）は、57億7,742万円あります。町民１人あたり
で計算すると、借金は1,655,408円で、貯金は1,188,525円
となります。
（人口は平成29年3月31日現在4,861人） 

借金（地方債残高）
単位：億円 貯金（基金）

0 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

20

40

60

80

100

120

平成28年度
　日南町の財政は黒字経営であり、将来負担額（8,440,800千円）に対して充当可能財源（11,922,844千円）あり充当可能財源が上回っているため、
借入金の返済が将来財政を圧迫する可能性は低いということになります。
　また、簡易水道事業、農業集落排水事業会計は黒字経営となったが、日南病院事業会計は赤字経営になりました。          
          
          
          

比率名
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 率
将 来 負 担 比 率
資 金 不 足 比 率

比率の内容
一般会計の健全性　　328,214千円の黒字で良好      
一般会計+公営事業+公営企業+病院事業　2,658,066千円の黒字で良好      
借入金の返済額の大きさを指標化（上記会計+一部事務組合等）25%以下      
借入金残高が将来財政を圧迫する可能性の度合い      
簡易水道+農業集落排水+電気事業+病院事業の経営状態、剰余額2,323,744千円      

28年度
 △ 9.66%
 △78.26%
9.00%

 △129.2%

 (前年度比）
 （2.81改善）
（5.35改善）
（0.8改善）
（22.4改善）

   資金不足なし

決
算
審
査
意
見

決
算
審
査
意
見

平
成
28
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
監
査
委
員
意
見（
要
旨
）は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

代
表
監
査
委
員
　
石 

川
　    

賢

監 

査 

委 

員
　
近 

藤  

仁  

志

平成28年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

未収金及び不納欠損の状況 (単位：千円)

※督促手数料は除く

18,861
3,300
14,022
1,539
44
577
0

542
3,824
110

11,601
337

35,896
12,439
2,899
2,122
1,834
511
53

△ 165
19,696
8,269
63,861

14,225
2,262
10,662
1,301
139
561
2,416

0
4,647
37

10,888
646

33,559
10,233
3,097
1,928
1,735
511
853

△ 137
18,220
8,080
59,859

6,095
493
5,014
588
0
0
0
0
0
0
0
0

6,095
2,523

0
0

509
0
0
2

3,034
0

9,129

 町　　　　　　　　　税
　　町　　　民　　　税
　　固　定　資　産　税
　　軽　自　動　車　税
 社 会 福 祉 費 負 担 金  
 児童福祉費負担金(保育料) 
 総 務 管 理 費 使 用 料  
 道 路 使 用 料  
 住 宅 使 用 料  
 定住促進施設使用料  
 住宅新築資金等貸付金 
 雑 　 　 　 　 　 　 入
　　　　 合 計 
 国 民 健 康 保 険 税  
 水 道 料 金  
 下 水 道 料 金・分 担 金  
 介 護 保 険 料  
 介護サービス自己負担金 
 (介護サービス)施設使用料 
 後期高齢者医療保険料
　　　　 合 計

項目 不納欠損額 H28年度 H27年度

病院事業会計(患者負担金)
総　合　計

内
訳

一
般
会
計

特
別
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
の
審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

（
議
員
全
員
で
構
成
、
委
員
長
・
山
本
芳
昭
、
副
委
員
長
・
坪
倉
勝
幸
）

　

９
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
決
算
議
案
も
次
の
意
見
を
付
し
て
認
定

す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
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町
長
の
進
退

　

町
長
の
任
期
も
半
年
余
り
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
が
、

２
期
で
勇
退
さ
れ
る
の
か
、
３
期
目
に

挑
戦
さ
れ
る
の
か
。
挑
戦
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
意
気
込
み
、
決
意
は
。

　
　
　
増
原
町
長

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
加
速
化
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
、
町
民
の
判
断
に
ゆ

だ
ね
た
い
が
、
町
の
た
め
す
べ
て
を
傾

注
す
る
覚
悟
は
あ
る
。

　
　
　
人
材
の
確
保

　

町
内
の
会
社
、
事
業
所
で
人
手
不
足

が
恒
常
化
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

　

人
手
不
足
の
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
な

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
民
に
一
番
関
わ
り
の
あ
る
、

役
場
、
病
院
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
日
南
福
祉
会
、
保
育
園
の
職
員

確
保
の
具
体
的
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
又
正
職
員
、
嘱
託
、

臨
時
等
の
構
成
比
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
町
長　

　

退
職
者
を
見
据
え
、
一
般
職
の
み
な

ら
ず
専
門
職
も
募
集
し
て
い
る
が
、
状

況
は
厳
し
い
。
役
場
全
体
で
は
1
6
2

名(

正
職
57
・
4
%
、
嘱
託
等
42
・
6

%
。
う
ち
保
育
園
は
正
職
16
名
、
嘱
託

職
15
名)

。

　
日
南
病
院
は
99
名(

正
職
65
%
、
嘱
託

等
35
%)

。
日
南
福
祉
会
は
1
6
4
人

（
正
職
70
・
7
%
、
準
職
員
29
・

3
%
）
。
介
護
職
・
看
護
職
の
人
材
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
人
材
確
保
の
努

力
と
と
も
に
、
事
業
所
の
集
約
等
の
工

夫
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

職
員
確
保
が
困
難
で
あ
れ
ば
、

養
成
が
必
要
と
思
う
が
所
見
は
。

　
　
　
町
長

　　

採
用
試
験
に
向
か
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
を
継
続
し
、
病
院
は
実
習
生
の
受

け
入
れ
を
始
め
て
い
る
。
併
せ
て
在
職

者
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
や
人
材
セ
ン
タ
ー

の
研
修
の
ほ
か
庁
内
研
修
や
個
別
研
修

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
介
護
人
材
育
成
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
に
新
規
申
請
者
が
3
人
あ

り
、
う
ち
1
人
は
29
年
4
月
に
日
南
福

祉
会
に
就
職
し
た
。

　
　
　
観
光
協
会
の
活
動

　

日
南
町
観
光
協
会
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

　

活
動
拠
点
を
道
の
駅
に
設
け
、
ホ
タ

ル
や
古
民
家
活
用
、
行
政
視
察
等
の
新

規
事
業
を
含
め
協
会
事
業
計
画
に
基
づ

く
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

観
光
協
会
と
町
の
観
光
行
政
と

の
関
係(

す
み
分
け
、
連
携)
は
、

ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長

　

協
会
は
実
働
部
隊
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

や
案
内
活
動
、
観
光
資
源
の
商
品
化
支

援
を
主
体
に
担
い
、
行
政
は
財
源
確
保

支
援
、
観
光
施
設
の
整
備
・
維
持
、
広

域
連
携
の
調
整
等
を
分
担
す
る
。
情
報

発
信
や
地
域
連
携
、
施
策
の
分
析
等
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
協
会
役
員
会
等
の
場

で
相
互
に
連
携
調
整
を
行
う
。

観
光
協
会
は
、
文
化
行
事
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
イ
ベ
ン
ト

等
と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
町
長

　

全
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
観
光
に
資
す
る
も
の
は
協
力

し
て
い
る
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
行

政
と
連
携
し
て
情
報
発
信
を
中
心
に
関

わ
っ
て
い
る
。

一般会計一般会計
賛成　坪倉勝幸議員
　行革推進、男女共同参画や創業支援など期
待する成果が上がっていない面はあるが、道
の駅の事業展開や保育料の無償化など、町民
の生活や経済の発展に繋がる展開もされてい
る。

反対　久代安敏議員
　役場は臨時職員が４割、職員の採用のあり
方を検討すべき。シアトル交流について、全て
の子ども達が参加できる手法がないか。人権
施策は、所管を教育委員会にすべきでは。菅ヶ
谷ブロイラーの委託を含め行政改革で議論し
て欲しい。

介護保険特別会計介護保険特別会計
賛成　大西保議員
　第６期介護保険事業計画及び老人福祉計
画に基づき地域包括ケアーシステムの充実
や介護予防の推進で、地域での集いの場も
増加している。住み慣れた地域で、生活を
継続できる事を目標として、適正に執行さ
れていると考える。

反対　久代安敏議員
　日南町の被保険者の所得の実態に応じて、
介護保険料をもっと引き下げるべきである。
介護保険制度の改正で、本当に利用したい
人が十分利用できる体制になっていない。

介護サービス事業特別会計介護サービス事業特別会計
賛成　恵比奈礼子議員
　使用料免除よりも、まずは、日南福祉会
が必要な人材確保ができるよう、行政とし
てしっかりと取組む事が町民の福祉の向上、
そして安心に繋がる。その事は審査意見と
して上げている。

反対　足羽覚議員
　日南福祉会は職員不足で、事業所の運営
が大変厳しい状況である。施設使用料を免
除する事により、経営改善が楽になり、人
材育成や人材確保に今以上予算を回せると
思う。

賛成　古都勝人議員
　使用料の償還については、繰り延べと言
う形で先送りしている。実質的な福祉会の
経営負担になってない。平準化はあるかも
しれないが、約束は守ると言う気持ちの中
で経営努力をしていただきたい。

反対　久代安敏議員
　指定管理に出しているが、公設民営であ
る。職員の処遇とか今不足している人材の
確保等を寛案して、そこまで設備費の負担
を求めるのか疑問に思う。再検討されるべ
きである。

後期高齢者医療特別会計後期高齢者医療特別会計
賛成　荒木博議員
　税金の負担の公平を考えると人権問題で
はない。制度自体が国の決める事なので、
日南町議会で議論する事ではない。

反対　久代安敏議員
　年齢によって保険を区別する事自体が人
権問題だ。一つの保険証で誰もが被保険者
になれる保険制度にし、家族で支え合う保
険制度にすべきだ。

古都勝人議員

問問 3期目に挑戦されるのか
　　　　　　　その決意は

町のためすべてを傾注する
　　　　　　　覚悟はある

答答
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原水爆禁止国民平和大行進

対応を迫られる一般廃棄物

進
出
予
定
企
業
の
主
な
事
業
内
容
の
概

要
説
明

「
事
業
内
容
」
木
材
の
加
工
製
造
（
液

体
ガ
ラ
ス
を
木
材
へ
注
入
し
た
加
工
）
、

「
場
所
」
霞
地
内
、
「
事
業
効
果
」
雇

用
５
名
程
度
、
売
上
１
億
円
、
町
内
取

引
企
業
の
経
済
効
果
、
「
操
業
開
始
」

来
年
１
月
予
定

　
　
　

誘
致
企
業
の
事
前
調
査
は

　

林
業
関
連
の
会
社
の
進
出
で
、
林
業

の
活
性
化
や
雇
用
創
出
及
び
人
口
増
な

ど
に
大
変
期
待
す
る
事
を
前
提
で
質
問

を
す
る
。

　

新
規
に
企
業
進
出
が
あ
る
場
合
に
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
調
査
を

す
る
の
か
。

　
　
　

増
原
町
長

　

企
業
進
出
に
関
し
て
情
報
が
入
っ
た

場
合
に
は
、
面
談
に
よ
る
会
社
概
要
、

展
開
予
定
の
事
業
等
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
関
係
資
料
等
の
収
集
、
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
日
南
町
と
し
て
相
応

し
い
企
業
で
あ
る
か
を
見
定
め
決
定
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

支
援
と
し
て
は
、
日
南
町
企
業
立
地

奨
励
条
例
及
び
鳥
取
県
企
業
立
地
等
事

業
助
成
条
例
な
ど
町
や
県
が
支
援
で
き

る
制
度
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
国
連
で
の
核
兵
器
禁
止

　
　
　

条
約
の
採
択

　

去
る
７
月
７
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
会
議
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
１
２

２
カ
国
の
賛
成
に
よ
り
成
立
し
た
。
こ

の
条
約
の
会
議
に
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
政
府
が
参
加
し
な
か
っ
た

こ
と
に
、
被
爆
者
を
は
じ
め
と
し
て
核

兵
器
の
廃
絶
を
求
め
続
け
て
活
動
を
し

て
い
る
国
内
外
の
市
民
か
ら
怒
り
と
抗

議
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
日
南
町
も

昭
和
60
年
に
「
非
核
平
和
な
町
宣
言
」

を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
を
問
う
。

　
　
　

増
原
町
長

　

ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
下
に
あ
る
こ
と

を
ふ
ま
え
た
対
応
だ
と
理
解
は
す
る
が
、

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
会
議
に
出
席
及

び
批
准
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
。

　
　
　

申
請
書
を
受
理
さ
れ
た
の
か

　

進
出
予
定
企
業
は
、
企
業
立
地
奨
励

措
置
を
受
け
る
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

の
か
。

　
　
　

町
長

　
ま
だ
出
て
い
な
い
。

　
　
　

液
体
ガ
ラ
ス
の
成
分

　
　
　

（
化
学
物
質
）
の
調
査
は

　

加
工
に
使
用
さ
れ
る
液
体
ガ
ラ
ス
を

ど
の
程
度
認
識
し
調
査
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

木
下
企
画
課
長

　

液
体
ガ
ラ
ス
の
成
分
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
の
危
険
有
害
化
学
物
資
に
該
当

す
る
と
、
液
体
を
作
っ
て
い
る
会
社
か

ら
資
料
を
入
手
し
て
い
る
。

　
　
　

公
害
防
止
協
定
は
結
ぶ
の
か

　

水
質
汚
濁
防
止
法
に
抵
触
す
る
物
質

及
び
施
設
が
あ
る
。
地
元
を
入
れ
た
公

害
防
止
協
定
を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　
抵
触
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
使

う
の
で
あ
れ
ば
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
進
め
方
は
、

　
　
　

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

　

地
元
の
同
意
を
得
る
た
め
の
説
明
会

や
議
会
へ
の
説
明
は
い
つ
行
う
の
か
。

　
　
　

町
長

　

地
元
説
明
会
や
議
会
で
の
説
明
で
、

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
町
と
し
て
十
分

に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
月
中
に
職
員
２
名
が
現
地
調
査
に

行
き
、
工
場
の
内
容
等
を
調
べ
、
皆
様

の
質
問
を
確
認
で
き
る
態
勢
に
と
っ
て

行
き
た
い
。

　

次
回
の
地
元
説
明
会
に
は
、
会
社
の

方
に
来
て
頂
い
て
、
特
に
近
隣
の
住
民

の
方
々
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
。

　

今
後
、
雇
用
と
経
済
が
う
ま
く
回
っ

て
行
く
よ
う
に
、
又
、
地
元
木
材
を

使
っ
た
販
売
が
出
来
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
後
の
状
況

　
９
月
15
日
に
予
定
し
て
い
た
地
元
説

明
会
は
、
会
社
よ
り
説
明
内
容
の
精
査

に
時
間
が
必
要
の
た
め
、
１
ヶ
月
程
度

の
延
期
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

　
　
　

等
の
挑
発
的
行
動

　

北
朝
鮮
は
、
累
次
の
国
連
決
議
を
無

視
し
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
繰
り
返
し
核

兵
器
開
発
も
進
め
て
い
る
。
過
日
、
J

ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放
送
な
ど
の
実
施
訓

練
も
行
わ
れ
た
が
、
い
か
な
る
防
衛
シ

ス
テ
ム
で
対
応
し
よ
う
と
も
、
住
民
の

不
安
は
払
拭
で
き
な
い
。
日
本
政
府
に

外
交
に
よ
る
解
決
を
強
く
働
き
か
け
る

よ
う
求
め
る
。

　
　
　

町
長

　

国
連
安
保
理
に
よ
る
強
い
非
難
の
声

明
は
必
要
。
併
せ
て
外
交
に
よ
る
解
決

は
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
重
要
。

　
　
　

安
倍
政
権
の
憲
法
改
正
案

　

安
倍
政
権
に
よ
っ
て
特
定
秘
密
保
護

法
、
安
保
法
制
、
共
謀
罪
な
ど
憲
法
を

無
視
し
た
悪
法
が
成
立
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
延
長
線
上
に
「
憲
法
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
し
て
２
０
２
０
年
の
施
行
を

め
ざ
す
」
と
の
発
言
が
あ
る
が
、
あ
ら

た
め
て
見
解
を
問
う
。

　
　
　

町
長

　

自
衛
権
に
は
賛
同
。
自
衛
隊
明
記
は

必
要
と
考
え
る
が
三
権
分
立
の
観
点
か

ら
も
国
民
的
論
議
を
重
ね
る
こ
と
が
必

要
。

　
　
　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

　
　
　

管
理
組
合
が
使
用
す
る

　
　
　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

　

西
部
広
域
管
理
組
合
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
現
在
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

は
10
年
程
度
で
満
杯
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
子
市
は
周
辺

の
土
地
を
手
放
し
て
、
産
業
廃
棄
物
処

分
用
地
と
し
て
提
供
す
る
計
画
で
あ
る
。

構
成
自
治
体
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

町
長

　

一
般
廃
棄
物
処
理
は
町
の
責
務
で
あ

る
の
に
対
し
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理
は

排
出
事
業
者
の
責
務
で
あ
る
。

　
最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
つ
な
が
る
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
選
別
処
理
施
設
の
計
画

の
見
直
し
、
次
期
最
終
処
分
場
の
基
本

構
想
策
定
に
む
け
た
協
議
の
開
始
が
必

要
。

大西　保議員久代安敏議員

問問 今後の企業誘致に向けての
　　　　　　　　進め方は

地域住民への理解を進め、
  町として支援する予定である

答答

問問 核兵器禁止条約会議不参加に
　　　　　　　 対する見解は

唯一の被爆国として残念答答

問問

問問問問問問問問問問

問問

問問 答答

答答

問問答答

答答答答答答答答

答答

答答
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議　　案　　名

条例の一部改正

日南町介護保険条例

日南町営住宅設置及び管理に関する条例

日南町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例

平成2９年度 補正予算

一般会計（第3号）

簡易水道事業特別会計（第2号）

農業集落排水事業特別会計（第１号）

介護保険特別会計（第１号）

一般会計（第4号）

簡易水道事業特別会計（第3号）

平成28年度　決算認定

一般会計

国民健康保険特別会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

介護サービス事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

再生可能エネルギー発電事業特別会計

病院事業会計

発議

「全国森林環境税」の創設に関する意見書提出について

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する
法律」の継続等に関する意見書提出について

「日南町飲酒運転根絶宣言」に関する決議
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結果

村
上
　
正
広

福
田
　
　
稔

古
都
　
勝
人

足
羽
　
　
覚

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤
　
仁
志

荒
木
　
　
博

坪
倉
　
勝
幸

山
本
　
芳
昭

（
欠
　
員
）

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という
　形で賛否表明をします。             

賛成＝○　　反対＝×

９月定例会で下記の意見書を採択し、衆参両議長及び
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました

「日南町飲酒運転根絶宣言」決議

「全国森林環境税」の創設に関する意見書
　平成２９年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林整備等に必要な財源
に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じて国民に等しく負担を求
めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平成３０年度税制改正において結論
を得る」と明記されたことから、森林・林業・山村対策の抜本的強化をはかるための「全国森林環
境税」の早期導入を強く求める。

飲酒運転は、重大事故に直結する悪質・危険な犯罪であるにもかかわらず、いまだに後を絶ちません。
９月定例会で、日南町議会は町民とともに飲酒運転の根絶を目指すことを決議しました。

「日南町飲酒運転根絶宣言」に関する決議
　全国で飲酒運転による交通死亡事故が依然として多発しており、多くの尊い命が犠牲になってい
ることは誠に残念である。
　交通安全は、町民すべての願いであり、私たちは、町民一人ひとりが飲酒運転による交通事故の
悲惨さを深く認識するとともに、運転者はもとより家庭、職場、そして地域社会全体が一体となり
飲酒運転を絶対に許さないという強い意志を示さなければならない。
　日南町議会は、町民とともに「飲酒運転を、しない、させない、許さない。」ことを誓い、ここ
に飲酒運転根絶を宣言する。
　以上、決議する。

｢道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律｣の
継続等に関する意見書

　「国民の安全・安心の確保」「生産性向上による成長力の強化」「地域の活性化と豊かな暮らし
の実現」の施策効果の早期実現を図るため、国と地方が一体となり基幹となる社会インフラである
道路の整備を推進していく必要がある。
　高速道路ネットワークの整備は人・物流の大動脈として、地域の活性化と地域間交流の促進や広
域観光周遊ルートの形成による観光振興など、様々なストック効果が現れており、日南町において
も地方創生の更なる加速を目指し、地域高規格道路江府三次線の整備をはじめ、国道や地方道の整
備促進に取り組んでいる。
　しかしながら、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」により規定されてい
る補助率等の嵩上げ措置が平成２９年度末で期限切れとなり、平成３０年度以降の道路整備に係る
補助率等が低減されることは、地方の負担が増大するとともに、計画的な道路整備が困難となり、
地方創生の実現が大きく遠ざかるものと危惧される。
ついては、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に基づく補助率等の嵩上げ
措置を平成３０年度以降も継続するとともに、道路予算の総額を確実に確保されるよう求める。

（要旨掲載）
9月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳9月定例会審議結果と議員ごとの賛否内訳
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９月２０日

企業進出
（企画課）

木材の液体ガラス注入加工を行う会社の
進出希望について、会社概要、事業計画
など説明を受けた。中国地方で初の液体
ガラス処理浴槽設置代理店ということで
あり、臭いや騒音・排水など環境に対す
る負荷、加工された木材の使用実績など
質問が相次いだが、不明な点が多く、
もっと詳細に調査するよう申し入れた。

財産管理状況
（総務課）

問　日南町の不要財産の処分はどうなっているか。       
 
答　日南町公共施設等総合計画を作成したので、処分すべきものを検討する。    

    
問　プレカット工場の土地賃借料は安すぎるのでは。   
 　　
　　町へ入る土地使用料も町が支払うバスの車庫使用料も同じ27万円。
　　車庫使用料を支払う必要があるのか。 

答　企業支援として圧縮した経過がある。
　　
　　建物はプレカットのものであり車庫使用料は支払うべきだが、料金
　　については検討する。       
 
        
問　旧日野上小学校グラウンド敷地のうち、未買収の土地は所有者に返
　　しては。
        
答　問題点を調査して交渉する。      
  
        

古民家の利活用事業
（企画課）

７月３１日に寄付の契約をしたとの報告
があった。
管理費・電気代・除雪費等が年間367,000
円必要。
今後、観光協会が管理し、イベントを開
催する。
修繕箇所についてはこれから確認する。

小水力発電
（住民課）

新石見小水力発電所及び新日野上小水力発
電所の修繕箇所、進捗状況について調査。
新日野上発電所の発電開始は11月の予定。

福栄地域振興センター
（企画課）

解体工事及び新築工事の進捗状況につい
て調査。   
   
   

８月３日

障がい者グループホーム
（福祉保健課）

たんぽぽの家を使用して開設を計画していた障がい
者グループホームについて、運営を予定していた
NPO法人の事情により開設を先送りするとの説明が
あった。     
（委員会の意見）
障がい者プランに施設整備、サービス提供の必要性
が盛り込まれていることに加え、障がい者家族の実
態からも障がい者グループホームの開設に向けて引
き続き努力するよう要望。 

林業成長産業化
地域創出モデル事業
（農林課 )

４月に国から選定を受け、
今年度からスタートするモ
デル事業の各項目の具体的
な検討状況について説明を
求めた。

９月２０日

日野県土整備局の事業計画
（建設課）

日野県土整備局が計画している事業について
説明を求めた。
　・河川維持管理（河床掘削等）
　・日野川河川改修（丸山～生山）
　・国道１８３号（河上バイパス、宮内バイ
　　パス）
　・国道１８０号（福長バイパス）
　・主要地方道横田多里線（上萩山）

町道霞福塚線道路改良事業
（建設課）

工事計画について説明を求めた。

意見書提出
「道路整備補助金の嵩上げの継続を」

地方公共団体に対する道路整備に関
する国の負担、補助について特例と
して嵩上げする措置が本年度末で期
限が切れるため、引き続き嵩上げ措
置の継続を求める意見書を国に提出
することを決定。

日南町畜産センター
（農林課）

現在使用されていない畜産センター
について、鳥取西部農協監理の下
「みらいファーム（株）」が進出に
向けて検討し、調整中であるとの説
明があった。

プレカットから借りている車庫

旧日野上小学校グラウンド平成30年度供用開設予定の国道183号線河上バイパス

問問

答答

問問

答答

問問

答答

経済福祉常任委員会 総務教育常任委員会
各 常 任 委 員 会 の 活 動 報 告
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１
．
調
査
期
間　

平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
平
成

29
年
７
月
７
日
（
３
日
間
）

２
．
調
査
地

・
石
川
県
小
松
市

　

か
が
森
林
組
合

　

コ
マ
ツ
粟
津
工
場

・
石
川
県
加
賀
市　

　

加
賀
市
議
会

・
京
都
府
京
丹
波
町

　

京
都
府
立
林
業
大
学
校

３
．
調
査
の
概
要

（
１
）
か
が
森
林
組
合
、
コ
マ

ツ
粟
津
工
場

　

地
産
地
消
型
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
促
進
に
取
り
組
む
か
が
森
林

組
合
と
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
を
調

査
し
た
。
平
成
26
年
に
石
川
県
、

コ
マ
ツ
、
県
森
林
組
合
連
合
会

の
三
者
で
「
林
業
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
こ

と
に
よ
り
、
年
間
3
1
0
0
t

（
水
分
率
30
％
）
の
安
定
し
た

　
林
業
の
町
と
し

て
、
木
造
に
す
べ

き
と
の
意
見
が
多

く
、
構
造
材
に
つ

い
て
も
可
能
な
限

り
木
材
を
使
用
し

た
も
の
と
す
る
よ

う
求
め
て
い
た
が
、

材
料
別
の
構
造
と

建
築
費
の
比
較
に

よ
り
、
木
造
と
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
を
合
わ
せ
た
構

造
と
す
る
旨
の
説

明
を
受
け
た
。

　
備
蓄
倉
庫
の
必

要
性
や
駐
車
場
の

確
保
等
に
つ
い
て
、

今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

　
　
　
　

チ
ッ
プ
の
供
給
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
マ

ツ
粟
津
工
場
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
7
％
〜
8
％
が
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
賄
わ

れ
、
CO₂
の
削
減
に
貢
献
し
て
い

る
。

〈
考
察
〉

　

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
関
し
て
、

日
南
町
に
は
チ
ッ
プ
を
安
定
し

て
使
用
す
る
施
設
が
な
い
。
ま

た
、
Ｃ
材
、
Ｄ
材
の
使
用
に
お

い
て
も
、
搬
出
単
価
や
木
材
の

乾
燥
に
問
題
が
あ
り
、
化
石
燃

料
と
の
コ
ス
ト
の
比
較
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
加
賀
市
議
会

　

加
賀
市
議
会
は
日
本
一
の
議

会
を
目
指
そ
う
と
平
成
23
年
４

月
１
日
よ
り
議
会
基
本
条
例
を

施
行
し
、
様
々
な
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
情
報
を
公
開
す

る
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
ラ
イ
ブ
中
継
、
録
画
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
議
会
情
報

の
発
信
を
実
施
し
、
ま
た
、
幅

広
い
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め

高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
、
子

供
議
会
や
女
性
議
会
の
開
催
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
事

業
や
活
動
を
進
め
る
上
で
平
成

27
年
度
よ
り
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計

画(P
lan)

、
手
順
・
経
過

(Process)

、
実
行(Do)

、
検
証

(Check)

、
改
善(A

ction))

サ
イ

ク
ル
を
導
入
し
、
議
会
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、

市
民
主
役
条
例
、
乾
杯
条
例
等

ユ
ニ
ー
ク
な
条
例
を
策
定
し
て

い
る
。

〈
考
察
〉

　

Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
は
、
議
会
活
動
の
改
善

や
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
る
た

め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
使
用
に
つ
い
て
は
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
ー
を
利
用
し
、
デ
ー
タ

を
容
易
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に

す
る
他
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
は
情
報

発
信
の
促
進
に
向
け
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
京
都
府
立
林
業
大
学
校

　

平
成
24
年
に
設
立
さ
れ
た
京

都
府
立
林
業
大
学
校
は
、
西
日

本
初
の
林
業
専
門
の
各
種
学
校

で
あ
る
。
こ
の
学
校
に
は
、
２

年
間
在
学
す
る
森
林
林
業
科
と

短
期
間
の
研
修
科
が
あ
り
、
学

生
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。

在
学
中
に
林
業
に
必
要
な
資
格

や
技
術
を
習
得
し
、
卒
業
後
は

実
社
会
や
就
職
先
で
即
戦
力
と

し
て
力
を
発
揮
で
き
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

〈
考
察
〉

　

日
南
町
の
主
要
産
業
で
あ
る

林
業
の
振
興
と
活
性
化
の
た
め

に
人
材
の
育
成
事
業
は
重
要
で

あ
る
。
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

町
の
林
業
従
事
者
の
技
術
の
向

上
や
人
材
確
保
、
さ
ら
に
は
定

住
に
向
け
て
必
要
な
施
設
で
あ

る
と
考
え
る
。

中
心
地
域
の

　
今
後
の
全
体
計
画
は

　

若
者
向
け
世
帯
住
宅
、
サ

ポ
ー
ト
付
高
齢
者
住
宅
、
健
康

増
進
施
設
の
検
討
を
し
て
い
る
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
世
帯
用

ア
パ
ー
ト
を
急
ぎ
た
い
旨
の
説

明
が
あ
っ
た
。

サ
ポ
ー
ト
付
高
齢
者
住
宅

は
ど
こ
に
建
て
る
の
か
。

あ
さ
ひ
の
郷
の
半
分
を
利

用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

健
康
増
進
施
設
は
林
業
成

長
産
業
化
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
。

こ
の
施
設
の
中
に
プ
ー
ル

を
作
れ
ば
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

利
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
施
設

と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
と

健
康
増
進
施
設
を
同
じ
と
こ
ろ

に
作
る
の
か
。

可
能
な
ら
実
施
し
た
い
。

運
営
を
ど
う
す
る
か
が
重

要
で
あ
る
。

利
用
し
や
す
い
施
設
に
し

た
い
。
プ
ー
ル
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
希
望
的
な
も

の
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

世
帯
向
け
ア
パ
ー
ト
は
、

ど
の
程
度
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
か
。

多
く
は
な
い
が
、若
者
世
帯

が
米
子
へ
出
ら
れ
る
状
況
が
あ
り
、

ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
に
ち
な
ん

　
　
　
　
日
野
川
の
郷

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
売

上
・
客
数
・
施
設
利
用
者
数
の

集
計
値
及
び
経
営
者
会
議
の
報

告
を
受
け
た
。
ま
た
、
30
年
度

か
ら
運
営
を
指
定
管
理
制
度
で

行
い
た
い
旨
報
告
を
受
け
た
。

売
上
が
計
画
よ
り
少
な
い
。

対
策
は
。

イ
ベ
ン
ト
の
効
果
を
検
証

し
て
い
る
。

生
鮮
品
の
出
荷
者
人
数
、

品
目
、
集
荷
量
の
拡
大
は
。

出
荷
者
は
１
５
４
人
か
ら

１
６
３
人
に
拡
大
。
し
か
し
実

際
に
出
荷
す
る
人
数
は
４
割
。

実
際
の
集
荷
量
と
人
数
が
課
題
。

３
年
目
に
向
け
て
、
農
産

物
の
生
産
販
売
戦
略
は
。

野
菜
の
ボ
ッ
ク
ス
便
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
販
売
、
服

部
幸
夫
氏
の
ブ
ー
ス
を
店
内
に

設
け
て
み
た
い
。
作
付
け
に
つ

い
て
は
、
出
荷
者
協
議
会
へ

様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の

で
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

加
工
実
習
室
は
夜
で
も
利

用
可
能
か
。

可
能
で
あ
る
。

設計提案者からのイメージ図かが森林組合のチップ工場

林業大学の授業風景（植物の実物鑑定）

行
政
調
査
報
告

行
政
調
査
報
告

　

議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特
別
委
員
会
︵
委
員
長
・
古
都
勝
人
︶
は
�

地
産
地
消
型
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
推
進
�
議
会
活
動
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
活
用
�
林
業
ア
カ
デ
ミ
�
の
設
立
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
�

日
南
町
体
育
館
は
木
造
＋
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

　

７
月
12
日
、８
月
23
日
、９
月
25
日
に
、日
南

町
体
育
館
建
築
に
つ
い
て
、中
心
地
域
の
今
後
の

全
体
計
画
、道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

問問 問問 問問 問問 問問答答 答答 答答 答答 答答

問問答答

問問答答問問答答

問問答答
京都府

石川県

＜金額（円）＞ ＜客数（人）＞

15,000,000

13,000,000

11,000,000

9,000,000

7,000,000

5,000,000

3,000,000

1,000,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5.000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

直売所 H28売上 直売所 H29売上 直売所 H28客数 直売所 H29客数

直売所における売上・客数昨年度比較表
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中
心
地
域
整
備
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会



＊
調
定
額
と
は

　

歳
入
の
内
容
を
具
体
的
に
調

査
し
、
収
入
す
べ
き
金
額
を
決

定
す
る
行
為
、
つ
ま
り
、
町
の

内
部
的
意
思
決
定
行
為
を
い
い
、

決
定
し
た
額
が
調
定
額
。

＊
収
入
未
済
額
と
は

　

当
該
年
度
の
歳
入
と
し
て
調

定
し
た
収
入
の
う
ち
、
出
納
整

理
期
間
ま
で
に
納
入
さ
れ
な

か
っ
た
額
。

＊
不
納
欠
損
額
と
は

　

既
に
調
定
し
た
歳
入
が
、
督

促
等
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
付
さ
れ
ず
に
時
効
が
到
来

し
た
場
合
や
、
法
令
に
基
づ
い

て
債
務
を
免
除
し
た
場
合
、
損

失
と
し
て
処
分
を
行
っ
た
額
。

歳
入
審
査
に
当
た
っ
て

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分
な

さ
れ
て
、
そ
の
実
績
が
上
が
っ

て
い
る
か
。
」

・
町
税
の
徴
収
が
よ
く
な
さ
れ

て
い
る
か
。

・
補
助
金
が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
。

・
町
債
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

・
そ
の
他
、
収
入
確
保
の
努
力

が
十
分
で
あ
っ
た
か
。
（
財

産
売
払
い
代
・
預
金
利
子
・

使
用
料
な
ど
）

・
予
算
額
に
比
べ
て
調
定
額
は

ど
う
な
っ
た
か
。

・
そ
の
調
定
額
に
対
し
て
収
入

済
額
は
ど
う
い
う
実
績
で
、

差
引
未
済
額
は
ど
う
か
。

・
収
入
未
済
額
が
出
た
原
因
と

理
由
は
何
か
。

・
不
納
欠
損
額
が
出
て
い
る
場

合
、
な
ぜ
、
不
納
欠
損
と

な
っ
た
の
か
。

・
執
行
当
局
が
十
分
に
徴
収
の

努
力
を
し
た
か
見
極
め
る
。

歳
出
審
査
に
当
た
っ
て

「
支
出
が
歳
出
予
算
の
目
的
ど

お
り
に
適
法
適
正
に
な
さ
れ
て

い
る
か
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果

が
十
分
達
成
さ
れ
た
ど
う

か
。
」

・
支
出
が
適
法
適
正
に
な
さ
れ

て
い
る
か
。

・
不
用
額
は
、
妥
当
で
あ
る
か
。

「
最
少
の
経
費
で
最
大
限
の
効

果
を
挙
げ
る
べ
し
」

・
予
算
の
執
行
が
す
べ
て
計
画

的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

・
必
要
以
上
の
支
出
や
む
だ
な

支
出
は
な
い
か
。

・
公
の
施
設
が
十
分
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。
管
理
は
適
正
か
。

・
主
要
施
策
の
成
果
及
び
財
産

に
関
す
る
調
書
の
活
用

・
予
算
の
流
用
が
適
正
に
な
さ

れ
て
い
る
か
。

・
予
備
費
の
充
用
は
、
適
正
か
。

・
補
助
金
の
効
果
が
あ
が
っ
て

い
る
か
。

・
定
額
資
金
運
用
基
金
の
運
用

状
況
審
査

・
財
政
運
営
の
適
否
の
判
断

・
仕
事
の
出
来
高
と
出
来
具
合

　
　
　
　
　
　
　

重
要
な
こ
と
は

　

「
お
金
を
い
く
ら
使
っ
た

か
」
で
は
な
く
て
、
「
住
民
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

た
か
。
そ
の
仕
事
の
出
来
高
と

出
来
具
合
を
見
る
」
こ
と
が
主

眼
で
あ
る
。

■
10
月
4
日

長
野
県
佐
久
市
議
会

道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の

郷
」

■
10
月
11
日

新
潟
県
阿
賀
町
議
会

公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て
、
議

会
改
革
の
推
進

■
10
月
19
日

和
歌
山
県
紀
美
野
町
議
会

議
会
改
革
の
推
進
、
空
き
校
舎

の
利
活
用
、
農
林
業
従
事
者
の

育
成
・
確
保

23
日　

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

23
日　

全
員
協
議
会

24
日　

鳥
取
県
町
村
議
会
広
報

研
修
会
（
委
員
／
湯
梨

浜
町
）

28
日
〜
29
日　

新
見
日
南
・
神

戸
上
新
見
線
岡
山
合
同

要
望
（
副
議
長
／
広
島

県
・
東
京
都
）　

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

（
９
月
）

6
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

7
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

7
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

8
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）

11
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

19
日　

例
月
出
納
検
査

20
日　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

21
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

25
日　

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

27
日　

全
員
協
議
会

29
日　

9
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

財
産
の
取
得

　

中
型
路
線
バ
ス　
　
　

１
台

　

契
約
相
手
方

　
　

鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合

　

取
得
予
定
価
格　
　
　
　

　
　
　

  　
2
1
，３
３
０
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

　

広
報
公
聴
事
業
の
委
託
料

　
　
　
　

  　
１
，１
３
４
千
円

　

畜
産
振
興
対
策
事
業
で
、
第

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の

出
品
の
為
、
日
野
郡
和
牛
部
会

へ
助
成
。

　
　
　
　
　
　
　

６
０
４
千
円

　

平
成
29
年
8
月
18
日
、
西
部

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
町
村

議
会
議
員
と
し
て
18
年
以
上
在

籍
し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

永
き
に
わ
た
り
、
地
域
振
興

及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

（
７
月
）

5
日
〜
7
日　

議
会
行
政
調
査

（
石
川
県
・
京
都
府
）

12
日 

中
心
地
域
整
備
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会

13
日 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

19
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

24
日　

日
野
郡
町
議
会
議
員
研

修
会
（
日
南
町
）

　

（
８
月
）

2
日　

議
員
研
修
（
大
阪
市
）

3
日
〜
4
日　

議
員
研
修
（
2

名
参
加
／
滋
賀
県
）

3
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

9
日　

臨
時
会

18
日　

西
部
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
式
・
研
修
会
（
日

吉
津
村
）

23
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

■
7
月
25
日

沖
縄
県
東
村
議
会

創
造
的
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
、

空
き
家
活
用
現
場
見
学
（
木
下

家
・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・

お
試
し
住
宅
）

■
7
月
27
日

日
野
町
議
会

議
会
の
シ
ス
テ
ム
と
議
会
放
送
、

議
会
以
外
の
番
組
内
容
と
制
作

体
制
・
維
持
経
費
に
つ
い
て

■
8
月
1
日

鹿
児
島
県
天
城
町
議
会

道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の

郷
」
、
生
き
抜
く
力
を
育
む
保

小
中
一
貫
教
育
、
空
き
家
活
用

に
よ
る
移
住
定
住
の
取
り
組
み

■
8
月
7
日　

福
井
県
議
会

木
材
団
地
現
場
見
学

■
10
月
4
日

島
根
県
雲
南
市
議
会
（
会
派
）

林
業
振
興
策
に
つ
い
て
、
森
林

行
政
に
つ
い
て
、
農
林
業
従
事

者
の
育
成
・
確
保
、
木
材
の
見

学

議

会

活

動

報

告

日野郡町議会議員研修会

新潟県阿賀町議会からの視察

右
か
ら

久
代
安
敏
議
員

惠
比
奈
礼
子
議
員

福
田
稔
議
員

可
決
し
た
お
も
な
も
の

平
成
29
年
８
月
９
日

第
５
回  

臨
時
会

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
「
前
年
度
予
算
が
議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
適
正
に
、
そ
し
て
効
率
的
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
改
善
工
夫
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
。
」
な
ど
改
め
て
議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
認
定
・
不
認
定
を
判

断
し
ま
す
。

決
算
審
査
・
認
定
の
着
眼
点

あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と

議 会

自
治
功
労
者
表
彰

平
成
29
年 

行
政
視
察 
受
入
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
7
月
14
日
以
降
）

※

※

※
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松
浦
　
悠
樹
さ
ん
・
真
由
子
さ
ん
（
神
福
）

ゆ
う
き

ま  

ゆ  

こ

故
郷
で
頑
張
る
母
と
、
こ
れ
か
ら
も

ふ
る
さ
と

　

９
月
定
例
会
の
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
の
賛
成
討
論
の
中
に
、
日

本
は
世
界
一
の
高
齢
化
率
と
言
う
話

が
出
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
10
月
1

日
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
、
3
，3
9
2
万
人
で
高
齢
化
率

は
26
・
7
%
で
す
。
2
0
6
0
年
に

は
、
39
・
9
%
に
達
し
、
2
・
5
人

に
1
人
が
65
歳
以
上
で
す
。
ま
た
、

4
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
に
於
い
て

は
、
既
に
高
齢
化
率
が
約
50
%
に
達

し
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
問

題
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

介
護
・
医
療
負
担
を
減
ら
し
、
「
健

康
寿
命
」
（
男
性
71
・
19
歳
、
女
性

74
・
21
歳
）
を
伸
ば
し
つ
つ
、
高
齢

者
の
方
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

足
羽　

記

悠
樹
さ
ん　

大
山
町
の
金
属
加
工
会
社

に
勤
務
し
な
が
ら
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
リ
ー

グ「
マ
ニ
モ
ス
」と
言
う
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
、試
合
に
は
日
南
町
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

高
校
卒
業
後
、町
外
の
会

社
に
就
職
、一
年
強
勤
め
た
後
、日
南
町
に

帰
り
た
く
て
半
年
間
訓
練
校
に
通
い
、事

務
の
資
格
を
取
得
し
て
日
南
町
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。今
は
福
祉
保
健
課
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

平
成
27
年
11
月
に
結
婚
し

ま
し
た
。28
年
3
月
に
帰
り
4
月
か
ら
㈲

大
柄
組
に
勤
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
間
は

週
末
婚
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

学
生
時
代
か
ら
悠
樹
さ

ん
は
気
に
な
る
存
在
で
よ
く
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、以
前
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
か

ら「
マ
二
モ
ス
」の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
誘
わ

れ
、加
入
。チ
ャ
ン
ス
到
来
と
皆
の
協
力
も

あ
っ
て
連
絡
先
を
ゲ
ッ
ト
し
た
り
、気
を
惹

く
作
戦
を
取
り
ま
し
た
。

悠
樹
さ
ん　

自
分
か
ら
告
白
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
に
、完
全
に
術
中
に
は
ま
っ
た
と

言
う
こ
と
か
。（
大
笑
い
）

　

26
年
7
月
に
父
が
亡
く
な
り
、母
が
祖

母
の
介
護
を
し
な
が
ら
一
人
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、ず
っ
と
感
謝
と
心
配
し
て

い
た
か
ら
、結
婚
を
機
に
帰
ろ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。

真
由
子
さ
ん　

私
も
帰
省
す
る
度
、頑
張

る
母
と
の
一
緒
の
時
間
が
安
心
す
る
し
、日

南
町
が
好
き
な
ん
だ
と
感
じ
て
、い
つ
か

は
帰
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

悠
樹
さ
ん　

土
木
施
工
管
理
技
師
の
資

格
取
得
に
挑
戦
中
で
す
。

　

今
は
言
わ
れ
た
こ
と
し
か
で
き
て
い
な

い
の
で
、早
く
現
場
を
任
せ
て
も
ら
え
る

人
に
な
り
た
い
。

真
由
子
さ
ん　

町
民
の
方
と
触
れ
合
う

機
会
が
多
い
職
場
で
、町
内
出
身
と
い
う

こ
と
で
知
り
合
い
も
多
く
、事
務
的
な
付

き
合
い
で
な
く
親
身
に
な
っ
て
お
世
話
を

し
て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

昔
か
ら
の
近
所
の
人
と
の
付

き
合
い
は
心
地
い
い
し
、こ
れ
が
当
た
り

前
と
感
じ
て
い
る
の
で
不
満
は
感
じ
な
い

け
ど
、そ
れ
は
車
が
あ
る
か
ら
不
自
由
と

感
じ
な
い
だ
け
で
、お
年
寄
り
で
車
が
な

い
人
は
困
っ
て
い
る
と
思
う
。

真
由
子
さ
ん　

来
年
3
月
出
産
予
定
で
す
。

　
　
【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。】

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん

を
授
か
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
早
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
し

て
伸
び
伸
び
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
。子

連
れ
で
半
日
位
は
遊
べ
る
公
園
が
充
実

し
た
ら
い
い
な
、今
の
道
の
駅
の
プ
レ
イ

ロ
ッ
ト
は
狭
く
感
じ
ま
す
。

悠
樹
さ
ん　

ま
だ
実
感
は
な
い
け
ど
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、お
父
さ
ん
は
凄

い
な
あ
と
思
わ
れ
た
い
。日
常
的
に
も
。

悠
樹
さ
ん
・
真
由
子
さ
ん　

野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
が
有
っ
た
ら
一
緒
に
出

掛
け
ら
れ
る
の
で
今
は
そ
れ
が
一
番
の
楽

し
み
か
な
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔
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